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茨曽根小C･S通信 
第4回学校運営協議会報告 

 

2月17日 茨曽根小学校音楽室にて 

【 次 第 】 

１ 後期学校評価        田巻教頭 

２ 地域と学校パートナーシップ事業 

   田巻教頭、地域教育コーディネーター 

３ 『協働』３つの提案     細河委員 

４ 令和３年度学校教育ビジョン 平山校長 

５ 閉会挨拶         栗田副会長 

 

 １３名中１２名の委員の参加を得て、上記

の内容で予定の９０分を超えて熱心な協議が

行われました。ここでは、今回承認された次

年度教育ビジョンの骨子と、それを支えるた

めに地域総がかりで取り組む『協働』につい

てお知らせします。 

 

１．特別支援教育を中核に 
 特別支援教育を教育ビジョンの中央に明示

し，学校運営の中核とし、認め合い、助け合

い、高め合う、温かい学校づくりを推進す

る。そして、４月から新設される特別支援学

級を全校児童と全職員で支えていく。 

 

２．『自己肯定感』を地域で 
 子ども同士が支え合う「ピア・サポート」活

動、職員の日常の声かけや称賛により確実に向

上した。自己肯定感を高めることは、白南中学

校区全体の課題でもある。今後も，保育園・中

学校、さらには、地域・家庭と連携して高めて

いく。 
 
３．『４つの宝』に輝きを 
 代々育んできた宝にさらに磨きをかけてい

く。 

 

 令和３年度教育ビジョンが承認されました 

 
 第１回からオブザーバーとして参加くださっ

ている南区教育支援センターの宮崎指導主事

（元白根第一中学校校長）から、「茨曽根の子

どもたちは当時の一中の心でした」との評をい

ただいた。 

４．『協働』３つの提案 
※本提案は、学区内の３小学校運営協議会にもあわせ

て行われた。 

（１）PTAで「GIGAホーム」 

 新年度から本格実施される「新潟市GIGAス

クール構想」を保護者が家庭から応援する。 

 例えば「親子タブレット学習会」「情報モ

ラル研修」といったテーマで学年行事や保護  

  

者会を開くなど。 

（２）地域課題を総合的な学習の時間に 

 地域が取り組む課題を「福祉学習」に

取り入れる。 

・「地域福祉アクションプラン」 

・「支え合いのしくみづくり」 

・「高齢者ケア」 

・「防災と地域福祉」など 

（３）『自己肯定感』を地域でも 

 今年度はその多くが実施できなかった

数々の地域行事・活動だったが、実施の

際には、そこに子どもたちの出番をつく

り、準備から後始末までその取組の姿をよ

く見て、今までより一層褒めて関わる。 
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